
Ｈ
自
陣
呂
臼
９
房
葛
に
よ
っ
て
ロ
シ
ヤ
語
で
発
表
さ
れ
た
次
の
五
つ
の
論
文
が
屋
騨
凰
呂
。
ｏ
息
匡
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
。
そ

①

れ
を
こ
の
害
は
本
論
と
し
、
ロ
①
ご
胃
四
ｍ
鼠
の
冨
斥
○
胃
ａ
ご
『
騨
冒
が
長
文
の
序
を
始
め
に
付
加
し
て
い
る
。
ま
た
本
論
に
続
い
て
昌
彦

煕
○
冒
号
少
訪
辱
の
著
作
・
論
文
目
録
と
ソ
連
学
士
院
の
文
言
局
に
保
管
さ
れ
て
い
る
彼
に
関
す
る
資
料
の
目
録
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

一
、
一
神
教
に
関
す
る
佛
教
哲
学
者

団
匡
。
ｇ
房
丙
旨
ご
○
い
○
鹿
○
①
。
旨
○

釈
が
含
ま
れ
て
い

一
、
イ
ン
ド
唯
物
論
史

属
・
騨
○
ご
］
目
鼻
閏
邑
届
冒
騨
く
盲
目
〔
○
冒
匿
呉
○
昌
旦
冨
胃
目
昌
“
昌
旨
旨
巳
、
一
〕
：
く
○
黒
ｃ
呂
昌
①
融
煙
宮
砂
匡
（
剖
蒋
糀
逹
）

切
岸
己
昌
房
置
］
ご
（
勗
具
○
①
自
画
○
頁
）
降
昌
訂
し
国
ロ
。
Ｑ
宮
鼻
む
ぽ
］
ｇ
日
旨
①
Ｈ
ｏ
ｐ
旨
○
口
〔
昌
彦
①
騎
日
三
一
・
婦
も
蹟
置
く
○
鼻
．
○
ａ
，
国
冒
５
．
閃
易
．

Ｌ

卜

艮
盲
．
陣
〕
の
９
．
○
房
｝
月
宮
①
解
く
か
ご
》
い
ぽ
己
騨
関
禺
旨
晶
》
こ
つ
吟
‐
く
．
扇
》
ｚ
ｃ
』
》
「
弓
・
つ
ぃ
や
。
司
岸

チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
・
東
北
目
録
ｚ
○
．
陰
曾
》
北
京
版
影
印
ｚ
Ｃ
・
＄
ｇ
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
テ
キ
↓
〈
卜
、
梵
文
テ
キ
ス
ト
、
英
訳
、
と
解

弓
皀
の
勗
忌
二
．
聾
ｇ
①
弓
舅
言
を
一
読
し
て

Ｙ
づ
Ｑ
Ｏ

一

荷
葉
堅
正
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そ
れ
ら
の
中
、
第
一
と
第
三
の
も
の
は
極
め
て
初
期
の
作
品
で
あ
り
‐
第
三
の
「
イ
ン
ド
の
詩
学
理
論
」
は
ビ
ュ
ー
ラ
教
授
（
○
．

切
目
胃
）
の
影
響
の
下
で
完
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
夙
に
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ヤ
語
に
親
し
ま
な
い
我
女
に
は
一
読
す

る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
英
訳
さ
れ
て
一
読
し
得
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
論
稿
も
同
じ
事

ｚ
四
口
（
昏
口
ぐ
①
。
ｏ
騨
旨
ロ
①
昌
弓
囚
身
①
ぐ
ご
①
昌
口
＆
雪
の
Ｑ
２
昇
鄙
Ｏ
Ｐ
Ｏ
豆
①
‐
ぐ
①
日
①
口
筋
ｇ
Ｐ
昌
巳
①
貝
冒
（
澤
四
〕
・
冒
○
言
冒
黒
○
号
）
副
昇
里
｝
ご
○
の
茸

Ｌ

Ｊ

罰
○
印
昌
禺
日
匪
穴
抄
Ｑ
①
日
巨
旨
四
匡
丙
国
四
届
鴎
》
唱
口
〔
閃
①
己
○
耳
○
国
陣
扁
夛
さ
匙
【
且
庁
彦
①
閃
自
の
の
国
ロ
Ｐ
Ｃ
餌
。
①
員
曼
（
珠
の
巳
①
ロ
。
①
印
す
昌
昏
の

国
①
自
己
圏
〕
》
８
９
口
房
旦
ず
琶
切
詞
ｇ
煙
①
口
冒
］
晶
凹
ご
Ｑ
Ｈ
①
、
己
呉
津
５
日
①
里
昌
侭
旦
陣
昂
シ
８
号
目
昌
昏
①
匡
○
旨
陣
昌
甸
の
胃
貝
↑
ご
》

』
＠
画
吟
Ｆ
①
巨
甘
ｍ
Ｈ
ｐ
ｇ
崖
④
画
心
も
や
弔
い
画

五
、
法
称
の
他
相
続
成
就
と
法
上
の
そ
の
註
の
翻
訳

□
ず
肖
日
四
斤
司
画
．
○
ず
○
閏
ぢ
ぐ
四
口
５
。
ロ
ロ
国
ｇ
ｏ
（
旨
里
扇
己
臼
旨
３
は
．
、
８
二
６
ご
Ｐ
目
①
目
暑
ご
剴
冨
。
３
国
気
同
”
国
巨
尉
彦
目
の
具
旦
津
扁

ノ

両
胤
黒
①
ロ
○
①
ａ
○
汁
け
①
吋
目
旨
含
．
ダ
『
芹
ほ
ど
冒
詳
四
・
国
⑳
》
の
○
○
日
目
①
貝
閏
望
〕
・
目
Ｈ
閨
〕
巴
鼻
①
Ｑ
坤
○
日
目
号
⑦
冨
邑
．
勺
①
吋
○
唱
●
四
口
』
邑
画
蝉

〆
ぐ
ゞ
『
や
ｐ
へ
勺
閏
昌
『
胃
昌
冨
旨
ｅ
勝
丙
９
国
○
ｍ
ｏ
宮
．
ｚ
○
．
己
．

卜
／

Ｐ
Ｑ
Ｃ
再
三
の
ｑ
四
口
巴
昇
旨
口
旨
さ
罰
畠
の
国
ロ
ー
○
ロ
①
時
：
四
国
・
号
の
目
彦
閏
］
罫
自
己
ｌ
ａ
ロ
ゴ
胃
ョ
麺
冨
誹
房
の
色
日
自
国
昇
国
曲
匙
包
冒

自
己
ぐ
冒
目
菌
。
①
ぐ
湧
け
の
騨
邑
薗
邑
倒
口
冨
昌
‐
田
島
津
己
‐
働
丙
四
．

。
一
ｄ
ｐ

Ｆ
①
ご
言
い
Ｈ
，
旨
］
騨
昇
自
前
｛

三
、
イ
ン
ド
の
詩
学
理
論

四
、

目
①
○
且
●
ぐ
ゅ
ｄ
ｏ
①
Ｎ
ぼ
く
胃
己
登

氏
卜

の
庁
．
勺
鼻
の
刷
ず
こ
昌
四
』
②
○
脚
○
ヶ

古
代
イ
ン
ド
の
科
学
的
業
績

畔
〕
弓
『
｝
島
］
ご
○
算
○
（
曽
画
ご
国
〕
〕
国
Ｎ
琶
冷
○
‘
ぐ
こ
》
Ｆ
⑦
ロ
冒
四
畑
、
己
昌
④
図
式
ぐ
．
星
も
固
昌
Ｉ
』
つ

〔
目
匡
の
○
ご
訓
旦
胃
）
呉
ロ
ゞ
旨
［
ロ
昌
四
〕
．
《
《
凶
旨
Ｈ
，
ロ
．
冒
旨
尉
庁
．
ｚ
冑
○
巳
勺
Ｈ
●
○
印
ご
①
め
冒
曽
①
ご
毎
四
）
》

⑲
峰
岸
ｚ
○
・
・
の
①
０
．
脚
ロ
ロ
画
④
④
’
四
四
Ｐ

（
巻
末
目
録
に
よ
る
）
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第
四
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
科
学
論
で
あ
り
、
前
出
の
カ
リ
ヤ
ー
ノ
フ
の
伝
記
の
著
作
事
項
に
は
見
ら
れ
ず
、
本
吾
の
序
分
に
は
第
二
、

第
三
、
第
四
と
一
緒
に
佛
教
以
外
の
イ
ン
ド
の
文
化
的
遺
産
の
下
で
述
ゞ
へ
ら
れ
て
い
る
。

第
五
は
五
篇
の
中
、
最
も
佛
教
論
理
学
に
近
い
論
で
あ
り
、
唯
識
の
論
と
も
い
い
得
る
。
実
在
論
者
と
観
念
論
者
と
の
対
論
で
あ
り
、

前
出
の
表
題
下
で
示
す
如
く
、
前
分
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
本
文
の
意
訳
で
あ
り
、
後
分
は
そ
の
直
訳
を
な
し
て
い
る
。
本
論
に
は
北
川
秀
則

情
に
置
か
れ
て
い
た
。

一
は
龍
樹
（
ｚ
樹
胃
盲
目
餌
）
に
帰
せ
ら
れ
た
「
世
界
の
作
者
で
あ
る
神
（
尿
ぐ
胃
凹
）
と
い
う
見
解
の
否
定
と
全
世
界
の
唯
一
の
作
者

②

で
あ
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
（
司
筥
ロ
）
と
い
う
見
解
の
否
定
」
と
い
う
標
題
を
も
っ
た
小
論
で
あ
る
。
梵
蔵
の
資
料
を
具
備
し
た
論
の
翻
訳
で

③

あ
る
が
；
カ
リ
ャ
ー
ノ
フ
（
ぐ
揖
嵐
四
辱
四
旨
○
ぐ
）
の
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
イ
伝
の
中
に
は
述
令
へ
ら
れ
て
い
な
い
。
序
の
最
後
に
「
こ
の
論

は
上
述
の
弁
証
法
的
精
妙
さ
は
含
ん
で
い
な
く
て
、
唯
臣
簡
単
で
一
般
的
な
一
神
の
観
念
を
否
定
す
る
だ
け
で
あ
る
」
（
本
文
一
○
頁
）
と

い
っ
て
本
論
の
翻
訳
そ
の
も
の
よ
り
も
序
の
方
に
量
・
質
共
に
中
心
が
置
か
れ
て
い
る
。
序
に
よ
る
と
、
一
神
教
を
佛
教
徒
が
論
破
し
た

と
い
う
そ
の
事
実
は
一
神
教
の
概
念
が
イ
ン
ド
に
於
い
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
西
洋
の
宗
教
思
想

と
比
較
・
論
議
し
な
が
ら
、
最
後
に
一
‐
こ
れ
ら
全
て
の
こ
と
か
ら
し
て
、
イ
ン
ド
は
一
神
教
を
熟
知
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
一

神
教
が
イ
ン
ド
の
観
念
論
の
最
高
の
形
体
で
あ
っ
た
。
：
…
・
し
か
し
イ
ン
ド
は
種
友
の
時
代
に
一
神
教
よ
り
別
の
形
体
の
宗
教
を
も
も
ち
、

そ
れ
ら
の
中
に
は
無
神
論
の
宗
教
さ
え
あ
っ
た
」
（
本
文
九
頁
）
と
い
い
、
無
神
論
の
系
譜
を
概
観
す
る
。

第
二
の
イ
ン
ド
唯
物
史
論
は
所
謂
業
の
法
則
、
即
ち
善
悪
の
作
き
に
対
す
る
報
い
の
法
則
を
否
定
す
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
全
て

の
他
の
傾
向
か
ら
殊
別
し
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
主
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
研
究
の
全
般
的
な
概
観
を
与
え
て
い
る
。

④
⑤

（
竜
山
章
真
・
「
順
世
派
研
究
資
料
」
や
同
．
「
Ｆ
ｏ
闘
冒
菌
に
関
す
る
研
究
」
等
と
比
較
す
る
と
一
層
理
解
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
）

第
三
の
イ
ン
ド
の
詩
論
は
前
述
の
如
く
早
く
か
ら
知
ら
れ
、
彼
の
詩
学
研
究
が
彼
の
印
度
哲
学
研
究
の
基
礎
を
な
す
と
も
い
わ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
（
後
述
）
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ｃ
ｃ

「
佛
教
に
於
け
る
他
我
存
在
の
一
証
明
」
と
同
氏
の
英
文
「
シ
閃
①
昏
冨
吐
○
邑
旦
の
○
号
尉
日
・
」
が
あ
り
、
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
述
の
如
く
、
こ
れ
ら
は
全
て
ロ
シ
ヤ
語
か
ら
の
英
訳
で
あ
り
、
ロ
シ
ヤ
語
の
原
文
を
見
る
機
会
を
得
な
い
今
、
一
読
の
域
を
超
え
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
口
の
巨
冒
四
⑳
且
の
冒
詐
○
冨
目
冒
湿
に
よ
る
序
分
は
一
応
原
文
で
あ
り
、
可
成
長
文
で
も
あ
る
の
で
、
再

読
し
、
彼
の
見
た
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
イ
の
学
説
の
立
場
を
、
英
訳
さ
れ
た
本
文
に
照
ら
し
て
考
察
し
た
い
。
こ
の
序
分
は
前
引
の
カ
リ

ヤ
ー
ノ
フ
の
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
イ
伝
も
屡
篶
ゞ
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
外
に
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
イ
の
「
佛
教
論
理
学
」
（
団
巨
（
丘
目
黒

Ｆ
○
四
○
）
を
始
め
と
し
て
諸
書
を
引
用
す
る
。
そ
の
中
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
ｚ
・
勺
．
シ
己
房
の
①
ぐ
、
旨
○
号
曽
国
①
ｇ
Ｃ
唱
○
巴

陣
Ｈ
侭
哩
①
甘
Ｈ
ｇ
①
Ｐ
国
日
の
目
国
邑
○
ｍ
○
冒
旨
皀
国
閏
詳
甜
の
旦
冒
島
四
》
。
こ
の
具
国
ら
＄
．
で
あ
る
。

な
お
カ
リ
ャ
ー
ノ
フ
の
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
イ
伝
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
と
重
複
す
る
点
は
出
来
る
だ
け
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。
特

に
ミ
ナ
ェ
フ
（
］
．
旧
冒
貝
一
の
く
）
、
ビ
ュ
ー
ラ
（
○
・
国
ロ
匡
閂
）
、
ヤ
コ
ー
ビ
（
函
．
］
沙
８
冒
）
等
彼
の
師
匠
と
の
関
連
は
特
に
重
要
で
あ

る
が
、
カ
リ
ャ
ー
ノ
フ
の
伝
記
に
詳
し
い
の
で
省
略
し
、
教
授
の
諸
室
の
著
作
に
つ
い
て
も
省
略
す
る
。

註
①
冒
合
型
巨
像
匡
昌
の
“
《
詞
胃
降
国
＄
ｃ
具
の
編
纂
者
で
あ
り
、
ｚ
鼠
冨
‐
国
邑
（
）
ぃ
名
ご
（
閉
山
』
旨
）
を
旨
．
。
酉
掲
ｃ
冒
昌
〕
冨
冨
と
共
に
著
し

て
い
る
。
な
お
一
読
の
機
会
は
な
い
が
、
ｚ
・
詞
毎
冒
時
。
①
く
》
三
ｃ
（
冒
巨
目
①
。
旨
唱
ｃ
巴
降
目
躬
意
痔
肖
昏
。
シ
冒
臼
①
昌
弓
ｇ
ｏ
“
皇
）
巨
。
己
西
目
‐

冨
鴨
具
冒
昌
四
．
軍
団
に
よ
る
と
Ｐ
Ｃ
園
窟
冨
》
シ
陣
巨
ご
旨
皆
〕
負
①
胃
旨
鼻
①
凰
昌
の
日
」
の
著
者
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。

②
ド
イ
ツ
の
チ
ベ
ッ
ト
学
者
国
．
弓
①
ロ
瞬
里
か
ら
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
命
．
国
○
丘
の
ロ
ｇ
侭
）
を
経
て
、
こ
の
写
本
が
入
手
さ
れ
た
が
、
出
，
葛
呂
瞬
巳

は
チ
↑
ヘ
ッ
ト
蔵
経
中
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
音
写
と
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

③
金
岡
秀
友
訳
「
大
乗
佛
教
概
論
」
の
最
后
に
附
さ
れ
て
い
る
村
山
七
郎
訳
「
シ
チ
ェ
ル
、
〈
ト
ス
「
一
イ
伝
」
に
よ
る
。
因
に
本
書
の
序
分
に
も
こ
の

標
題
は
な
く
、
唯
歯
ヤ
コ
ー
ビ
（
酉
．
菅
８
臣
）
の
「
印
度
古
代
神
棚
史
」
に
簡
単
に
述
べ
ら
れ
、
「
こ
の
論
が
事
実
、
龍
樹
に
基
づ
く
か
ど
う
か

は
疑
わ
し
い
が
、
か
な
り
旧
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
ｃ
」
〔
山
田
・
伊
藤
訳
六
六
頁
〕
と
の
§
へ
て
い
る
。

④
宗
教
研
究
新
第
十
一
巻
三
号
⑤
大
谷
学
報
第
十
一
巻
第
一
号

⑥
文
化
第
十
八
巻
第
三
号
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シ
チ
ェ
ル
↓
、
〈
ト
ス
『
一
イ
教
授
は
イ
ン
ド
人
の
過
去
を
発
見
し
、
イ
ン
ド
人
自
身
の
哲
学
的
遺
産
の
正
し
い
見
通
し
を
復
原
す
る
た
め
に

イ
ン
ド
人
を
助
け
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
教
授
は
陳
那
（
目
哩
国
盟
）
法
称
ｅ
冨
再
白
煙
酉
目
）
等
の
テ
キ
ス
ト
に
カ
ン
ト
の
哲
学
を

読
み
、
或
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
読
み
、
そ
の
佛
教
論
理
の
深
い
研
究
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
思
想
の
特
殊
性
を
理
解
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
イ
ン
ド
思
想
が
現
代
の
学
問
世
界
に
正
し
く
位
置
さ
れ
得
る
と
い
う
熱
意
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
が
ま
、
た
「
こ
の
よ
う
な
記

述
は
、
カ
ン
ト
が
哲
学
的
偉
大
さ
の
量
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
人
点
に
と
っ
て
は
比
嶮
的
な
価
値
さ
え
な
い
し
、
一
方
文
字
通
り
の
意
味

に
と
る
な
ら
ば
、
具
体
的
に
歴
史
的
に
関
連
し
て
な
す
法
称
の
哲
学
的
地
位
の
客
観
的
理
解
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
」
（
序
一
頁
）

、
、
、
、
、
、

と
い
っ
て
、
そ
の
方
法
の
も
つ
欠
点
を
指
示
し
な
が
ら
、
な
お
佛
教
論
理
学
の
伝
統
の
新
発
見
と
呼
ん
で
、
そ
の
学
問
研
究
を
高
く
評
価

と
い
一
》
て
、

１
し
て
い
る
。

そ
の
事
情
を
知
る
た
め
に
少
し
く
冗
漫
の
き
ら
い
は
あ
る
が
、
序
の
本
文
の
相
当
個
所
を
掲
げ
る
。

「
佛
教
論
理
学
に
関
す
る
吾
左
の
知
識
は
、
動
き
の
と
れ
な
い
程
、
チ
ェ
ル
、
〈
ト
ー
〈
コ
イ
の
著
作
と
関
係
し
て
お
り
、
吾
女
は
彼
を

唯
一
の
そ
の
発
見
者
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
た
だ
次
の
よ
う
な
事
実
を
除
け
ば
で
あ
る
。
そ
の
事
実
と
は
、
そ
の
主
題
（
佛

教
論
理
学
）
に
関
し
て
彼
が
著
作
し
た
頃
、
イ
ン
ド
論
理
の
歴
史
家
で
あ
る
ヴ
ィ
ド
ヤ
課
フ
フ
ウ
シ
ャ
ナ
（
④
ｏ
劃
号
響
目
麗
口
騨
）
が
彼

と
は
全
く
別
に
、
し
か
も
彼
が
自
身
従
事
し
た
も
の
と
同
じ
線
に
従
っ
て
、
そ
の
主
題
の
別
の
開
拓
者
と
し
て
著
作
を
な
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
〔
閏
砿
８
ｑ
・
陣
胃
冒
昌
ｏ
ぐ
こ
浮
冒
二
・
国
目
冒
冒
冒
）
四
。
、
の
片
・
〕
。
そ
れ
だ
か
ら
佛
教
論
理
学
の
発
見
を
語
る
と
き
、
シ
チ

ェ
ル
ゞ
ハ
ト
ス
コ
イ
の
名
に
、
ヴ
ィ
ド
ャ
ブ
フ
ウ
シ
ャ
ナ
の
名
を
付
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
等
二
人
の
学
者
の
著
作
の

成
果
と
、
同
じ
く
手
び
き
（
昌
胃
○
唾
呂
）
と
の
間
に
基
本
的
な
相
違
が
あ
る
。
ヴ
ィ
ド
ヤ
ブ
フ
ウ
シ
ャ
ナ
の
方
法
は
、
概
し
て
あ
り
の
ま

⑦

一
○
日
目
一
四
星
呈
匡
の
⑦
扁
鼻
①
烏
冒
Ｓ
ｍ
↑
降
昌
｛
〕
ｑ
，
ぐ
Ｃ
］
．
〆
己
『
》
Ｚ
（
）
．
］
令
．
囲
１
国
）
》
ｚ
ｏ
・
函
念
・
ミ
ー
屋
ｅ

二
（
Ａ
）

戸
○
ワ
ム



ま
の
歴
史
家
の
そ
れ
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
シ
チ
ェ
ル
毒
〈
ト
ス
コ
イ
は
現
代
術
語
に
お
け
る
所
謂
合
理
的
な
佛
教
論
理
を
希
望
し
、
そ
の

力
強
い
哲
学
的
擁
護
を
企
て
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
古
代
イ
ン
ド
人
は
正
確
な
思
考
と
明
瞭
な
表
現
を
な
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
特
性
を
専
ら
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
現
代
の
学
問
に
帰
し
た
の
だ
と
責
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
を
彼
は
し
ば
し
ば
批
判
し
た
。

ま
た
実
証
的
な
哲
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
に
だ
け
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
と
い
う
偏
見
が
広
く
流
布
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
、
ま
た
一
ノ
リ
ス
ト
テ

レ
↓
〈
の
論
理
学
が
究
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
領
域
に
於
い
て
は
彼
に
先
立
つ
人
も
な
く
、
後
に
続
く
人
も
必
要
な
か
っ
た
と
い
う

偏
見
が
あ
る
と
批
判
し
、
…
…
こ
こ
に
論
理
の
問
題
が
形
式
的
に
も
認
識
論
的
に
も
＄
陳
那
と
法
称
と
に
よ
っ
て
取
り
く
ま
れ
た
独
特

①

の
考
察
は
何
ら
か
の
重
要
さ
を
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
…
…
。

第
二
に
は
現
在
見
る
如
く
、
シ
チ
ェ
ル
寺
〈
ル
ト
ス
コ
イ
は
一
時
代
の
輝
か
し
い
学
者
を
養
成
し
、
彼
の
研
究
方
法
を
継
続
せ
し
め
た
が
、

イ
ン
ド
で
は
実
際
に
ヴ
ィ
ド
ヤ
ブ
フ
ウ
シ
ャ
ナ
の
仕
事
を
継
続
す
る
目
立
っ
た
学
者
は
な
か
っ
た
。
」
（
序
二
’
四
頁
）

、
、
、

と
い
っ
て
、
佛
教
論
理
の
新
発
見
と
い
う
こ
と
に
自
由
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
合
理
的
な
考
察
と
哲
学
的
擁
護
を
企
て
る
考
察
と
に
シ
チ
ェ

ル
寺
ハ
ト
ス
コ
イ
教
授
の
学
説
の
特
殊
性
の
一
つ
を
明
ら
か
に
示
め
そ
う
と
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
哲
学
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
関
説
さ
れ
る
佛
教
論
理
に
関
す
る
僅
か
の
陳
述
を
考
察
す
る
場
合
も
、
そ
れ
が
前
分
所
破
に
お
い
て

対
論
者
と
し
イ
、
設
定
さ
れ
た
場
合
も
、
ウ
シ
デ
ィ
ョ
ー
タ
カ
ラ
ａ
Ｑ
身
○
菌
富
国
）
の
正
理
評
釈
（
ｚ
菌
）
国
‐
ぐ
冑
藍
一
畠
）
の
よ
う
に
表
向

き
は
正
理
経
（
房
幽
冒
‐
印
胃
目
）
、
ヴ
ァ
ー
ッ
ヤ
ー
ャ
ナ
２
弾
の
嵐
圃
画
騨
）
の
正
理
釈
疏
自
制
菌
台
目
遇
少
）
と
次
第
す
る
釈
疏
の
評
釈
で

あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
主
と
し
て
陳
那
と
の
論
諄
で
あ
る
。
そ
う
し
た
形
で
提
起
さ
れ
た
佛
教
論
理
の
陳
述
も
、
そ
の
考
察
に

当
っ
て
シ
チ
ェ
ル
寺
ハ
ト
ス
コ
イ
は
「
そ
の
陳
述
が
そ
の
陳
述
を
否
定
し
潮
笑
す
る
目
的
で
種
戊
に
引
用
さ
れ
、
実
際
の
関
係
を
除
き
、
逆

の
設
定
で
表
現
さ
れ
、
不
当
な
意
味
を
付
す
傾
向
が
な
い
で
は
な
い
と
考
え
、
印
度
哲
学
の
著
作
も
、
対
論
す
る
佛
教
論
理
の
知
識
が
な

く
て
は
充
分
に
理
解
さ
れ
得
な
い
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
佛
教
論
理
の
新
発
見
の
自
由
な
解
釈
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し

厳
密
な
意
味
で
の
新
発
見
．
即
ち
陳
那
や
法
称
の
原
典
の
発
見
は
シ
チ
ェ
ル
今
〈
ト
ス
コ
イ
に
も
無
く
て
、
そ
れ
は
ラ
ー
フ
ラ
（
”
四
目
］
四
）
が

、ハ

畠0



量
評
釈
（
冒
四
ョ
凶
冒
乱
昌
訂
．
）
を
発
見
す
る
に
よ
っ
て
、
佛
教
論
理
の
伝
統
が
再
現
さ
れ
、
そ
れ
が
陳
那
の
集
量
論
（
胃
塑
日
脚
目
‐

の
四
目
ｐ
ｏ
８
冒
）
と
法
称
の
正
理
一
滴
（
ｚ
冨
冒
‐
言
且
宮
）
の
シ
チ
｜
｛
ル
↓
〈
ト
ス
コ
イ
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
正
理
一
滴
や
そ
の
注
釈

、
、

や
復
注
の
厳
密
な
研
究
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
資
料
を
基
礎
と
し
て
佛
教
研
究
に
従
事
し
た
学
者
は
彼
以
前
に
も
ど
の
桝
騨
目
目
ｇ
ｏ
日
蛮
骨
嵐
。
３
ｍ
》
国
・
炉
冒
の
○
房
①
〉

殴
国
計
９
且
国
己
騨
の
唐
・
・
の
目
目
鼻
》
ミ
ン
『
・
ぐ
沙
昌
』
の
く
〕
Ｐ
の
ｏ
目
の
昏
閂
等
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
貢
献
し
た
が
、
シ
チ
ェ
ル
ゞ
ハ
ト

ス
コ
ィ
は
彼
等
と
ち
が
っ
た
特
色
を
も
っ
と
い
っ
て
、
「
他
の
学
者
は
主
と
し
て
チ
、
ヘ
ッ
ト
資
料
を
後
期
佛
教
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ

の
宗
教
上
の
、
哲
学
上
の
、
そ
し
て
神
秘
的
な
面
に
使
用
し
た
け
れ
ど
も
、
シ
チ
ェ
ル
簿
〈
ト
ス
コ
イ
は
後
期
佛
教
の
本
質
的
に
合
理
的
に

し
て
論
理
的
な
貢
献
を
チ
、
ヘ
ッ
ト
資
料
に
よ
っ
て
厳
し
く
作
成
し
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
」
（
序
一
○
頁
）
と
い
い
、
ま
た
イ
ン
ド
哲
学
に

注
意
す
る
と
こ
ろ
の
、
よ
り
広
く
イ
ン
ド
の
文
化
的
遺
産
に
注
意
す
る
と
こ
ろ
の
一
般
的
傾
向
を
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
思
想
家
達
か
ら

も
相
違
し
、
す
な
わ
ち
「
彼
等
は
全
て
唯
藍
宗
教
的
精
神
上
の
こ
と
の
み
を
強
調
し
、
さ
ら
に
ご
冒
日
い
且
と
普
且
畠
鼠
ぐ
①
尉
己
菌

の
途
方
も
な
く
観
念
的
傾
向
を
強
調
す
る
た
め
に
、
イ
ン
ド
人
の
智
慧
の
若
干
曲
解
し
た
描
写
を
基
礎
に
し
つ
つ
あ
っ
た
。
」
（
前
同
）
そ

れ
に
相
違
し
、
シ
チ
ェ
ル
ゞ
ハ
ト
↓
〈
コ
イ
は
イ
ン
ド
の
哲
学
的
遺
産
に
か
か
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
、
そ
の
非
科
学
的
、
非
客

観
的
傾
向
に
対
し
反
論
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
神
秘
的
な
、
し
か
も
狂
信
的
で
さ
え
あ
る
佛
教
か
ら
幸
い
に
も
本
当
の
佛
教
を
殊
別
す
る
こ

②

と
が
出
来
た
と
彼
は
主
張
し
た
と
い
う
。

註
①②先

に
ヴ
ィ
ド
ャ
等
フ
フ
ゥ
シ
ャ
ナ
と
シ
チ
ェ
ル
ゞ
〈
ト
ス
コ
イ
の
相
違
す
る
第
二
の
点
と
し
て
、
同
じ
方
法
で
仕
事
を
続
け
る
重
要
な
学
匠
”

圃
匡
ｐ
Ｑ
巨
降
門
○
唱
。
》
胃
．
弓
Ｈ
旦
四
の
①
ｘ
旨
．

ｍ
蜀
○
罠
｝
①
昌
冒
月
ぬ
い
⑭
色
目
胃
ロ
島
）
ざ
哩
昇
（
ヨ
崗
口
の
”
旨
ロ
）
・
自
肘
ご
旨
唱
ぺ
己
届
い
心
己
．
、
つ

二

へ

B
ー



を
育
成
し
た
か
如
何
か
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
前
者
は
そ
う
し
た
弟
子
を
イ
ン
ド
に
残
さ
な
か
っ
た
の
に
相
違
し
て
後
者
は
多
く

の
勝
れ
た
ロ
シ
ヤ
の
イ
ン
ド
学
者
を
育
て
た
。
シ
チ
ェ
ル
ゞ
〈
ト
一
〈
コ
イ
と
殆
ん
ど
同
時
代
に
活
躍
し
た
ロ
オ
ゼ
ン
ゞ
ヘ
ル
グ
教
授

（
○
・
詞
○
ｍ
①
号
の
侭
）
を
第
一
に
掲
げ
、
彼
の
「
佛
教
哲
学
の
諸
問
題
」
（
卑
○
亘
①
日
の
旦
団
ロ
＆
言
昇
国
旦
○
切
○
嘗
胃
）
は
シ
チ
ェ
ル
零
〈
ト
ス

コ
イ
の
大
変
推
賞
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
以
下
主
と
し
て
蒙
古
の
言
語
・
歴
史
・
文
化
の
研
究
で
活
躍
し
た
学
士
院
会
員
国
．
固
曾

昌
且
目
目
⑳
○
ぐ
、
コ
プ
ト
語
の
固
く
，
国
冒
の
胃
①
骨
、
イ
ン
ド
イ
ラ
ン
言
語
の
シ
シ
印
目
の
昌
留
〕
と
現
在
し
’
一
ソ
グ
ラ
ー
ド
大
学
の
梵

語
の
教
授
で
あ
り
、
古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
の
種
だ
の
面
で
第
一
級
の
研
究
を
な
し
て
い
る
ぐ
白
．
嗣
騨
］
】
意
ｐ
ｏ
く
を
簡
単
に
指
示

し
、
次
に
三
十
代
の
始
め
に
若
く
し
て
世
を
去
っ
た
同
．
○
弓
境
目
旨
の
Ｈ
〔
ら
臼
ｌ
屋
韻
〕
と
Ｐ
ぐ
○
の
茸
房
○
ぐ
〔
后
Ｅ
ｌ
ら
亀
〕
に
つ
い
て
詳

「
シ
チ
ェ
ル
↓
ハ
ト
ス
コ
イ
に
鼓
舞
さ
れ
、
保
護
さ
れ
た
太
く
ミ
ラ
ー
は
早
い
時
期
に
佛
教
研
究
の
た
め
に
梵
語
・
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
・
蒙
古

語
に
特
別
に
熟
達
す
る
こ
と
を
得
た
。
彼
の
健
康
も
極
度
に
貧
し
く
個
人
的
資
力
も
十
分
で
な
い
の
に
国
四
目
の
冨
房
己
と
国
巨
ご
自
国

へ
旅
行
し
、
僧
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
佛
教
の
テ
キ
ス
ト
を
研
究
し
た
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
↓
〈
ト
は
単
に
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
で
保
持
さ
れ
た
イ
ン

ド
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
の
学
者
に
よ
っ
て
原
典
と
し
て
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
含
ん
で
お
り
、
イ
ン
ド
に
お
い

て
佛
教
が
実
際
に
滅
ん
だ
後
も
、
そ
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
の
学
者
達
が
、
大
変
重
要
な
点
で
佛
教
の
伝
統
を
維
持
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
」
と

い
っ
て
つ
づ
い
て
オ
ゞ
〈
ミ
ラ
ー
が
シ
チ
ェ
ル
…
〈
ト
ス
コ
イ
の
指
示
の
下
で
作
成
し
た
業
績
を
述
・
へ
て
い
る
。

次
に
ヴ
オ
ス
ト
リ
コ
オ
ウ
ぐ
○
ｍ
可
時
○
ぐ
は
チ
、
ヘ
ッ
ト
学
者
と
し
て
、
ま
た
サ
ン
ク
リ
ッ
ト
に
熟
達
し
て
い
る
こ
と
と
イ
ン
ド
の
哲
学

的
論
議
の
専
門
的
事
項
に
熟
達
し
て
い
る
こ
と
は
驚
く
可
き
で
あ
り
、
シ
チ
ェ
ル
毒
ハ
ト
一
〈
コ
イ
自
身
中
辺
分
別
論
の
種
友
の
困
難
な
句
を

始
め
と
し
て
多
く
の
点
で
彼
に
助
け
ら
れ
た
と
い
い
、
特
に
こ
の
二
人
を
重
視
す
る
。

し
、
次
に
三
十
生

説
さ
れ
て
い
る
。

オ
バ
ミ
ラ
ー
の
著
作
は
、

④
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
〃

卜
↓
〈
コ
イ
が
出
版
し
た
法
称
の
ｚ
鼠
冒
‐
冒
目
屋
と
法
上
ｅ
冒
目
５
茸
騨
国
）
の
島
『
身
四
宮
且
ロ
‐
己
ａ
に
対
す
る
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国
○
急
さ
騨
口
Ｑ
冒
昏
①
目
冒
①
冨
口
旨
８
５
己
Ｆ
拝
①
禺
鼻
日
①
．

⑥
ブ
ト
ン
の
佛
教
史
（
ｇ
ｏ
印
‐
耳
目
）
の
英
訳

〔
《
国
陣
○
曇
旦
国
一
目
冨
閏
〕
（
号
○
ｍ
‐
耳
目
）
》
ご
国
匡
‐
鼻
○
国
》
胃
』
》
員
国
の
昼
の
弓
匡
品
ゞ
邑
閏
‐
巳
箇
〕
こ
の
著
作
は
直
接
シ
チ
ェ
ル
ゞ
〈

ト
↓
〈
コ
イ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
で
企
て
ら
れ
、
シ
チ
ェ
ル
ゞ
〈
ト
ス
コ
イ
は
胃
沙
駐
。
①
で
．
九
二
七
年
と
一
九
二
八
年
私
は
弟
子
オ
奇
〈

ミ
ー
ブ
ー
の
た
め
に
、
研
究
題
目
と
し
て
、
こ
の
作
品
を
解
釈
し
、
そ
の
問
、
彼
は
そ
れ
を
英
訳
し
、
そ
れ
は
私
が
校
訂
し
、
出
版
し
た
」
と

⑦
オ
ー
〈
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
外
に
佛
教
教
理
に
関
す
る
立
派
な
著
作
を
多
数
吾
点
は
已
に
知
っ
て
い
る
が
、
こ
｝
」
に
は

省
略
す
る
（
山
田
竜
城
・
「
梵
語
佛
典
の
諸
文
献
」
参
照
）
・

ヴ
オ
一
〈
ト
リ
コ
オ
ウ
（
ぐ
○
切
曾
時
○
ぐ
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
所
で
述
や
へ
て
い
る
諭
稿
を
彼
の
主
著
「
チ
。
ヘ
ッ
ト
歴
史
文
献
」
百
号
①
冨
邑

円
⑳
ｇ
ｏ
昌
巨
蔚
尉
呉
員
の
）
の
中
で
、
Ｐ
．
ｚ
・
ぐ
○
牌
昌
８
ぐ
四
が
紹
介
す
る
も
の
と
、
著
者
自
身
が
各
処
で
引
用
す
る
も
の
と
で
確
認
す
る

、
卑
騨
ョ
鋤
。
“
ゞ
‐
く
胃
扉
時
四
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
本
を
そ
れ
の
己
の
く
の
且
国
冒
目
宮
の
註
釈
と
共
に
編
集
し
、
そ
れ
ら
何
れ
を
も
訳
し
た

く 斤
匡
⑳
計
Ｈ
］
（
〕
、
二
」
Ｌ
］
庁
の
Ｈ
，
騨
庁
ｐ
Ｈ
①
）

と
次
の
如
く
数
え
ら
れ
る
。

⑤
次
の
年
遺
作
と
し
て
、

⑳
彼
の
死
ん
だ
年
に
、
ツ
オ
ン
カ
。
〈
（
屍
目
‐
團
四
‐
冒
）
の
研
究
を
一
九
三
五
年
に
発
表
（
、
房
且
‐
与
四
‐
冒
房
己
騨
一
己
罫
‐
《
《
雪
国
勢
長
＄

屯

〔
曽
旨
ｇ
切
酔
ご
○
巨
○
畠
〕
這
巨
①
、
で
ロ
匡
諒
印
己
騨
Ｈ
Ｆ
》
目
］
算
芹
ご
計
画
の
万
の
Ｑ
①
印
国
曽
昇
の
め
両
目
Ｑ
の
ｍ
Ｑ
〕
旨
ｇ
い
の
め
》
》
）
ご
○
］
・
言
》
国
呂
口
〆
巴
一
①
め
】
』
④
四
９

の
閨
勗
胃
詳
‐
弓
弓
①
冨
芭
と
弓
言
①
冒
口
‐
煕
自
の
胃
拝
の
《
目
号
悶
‐
ぐ
①
号
○
禺
巨
冒

帥
シ
弓
巨
笛
己
昌
四
‐
四
両
目
冨
昌
‐
胃
星
目
‐
函
国
目
員
‐
呂
邑
の
轡
‐
箇
印
茸
騨
〔
現
観
荘
厳
論
〕
の
編
集
・
翻
訳
・
解
釈
す
る
た
め
シ
チ
ェ
ル
、
〈

Ｉ

ト
ス
『
一
イ
の
協
力
者
と
な
り
、
一
九
二
九
年
刊

③
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
の
釈
疏
で
あ
る
称
友
（
閨
鼠
○
日
目
秒
）
の
ぎ
目
菌
耳
冒
の
第
二
肉
○
笛
⑳
昏
習
国
の
出
版
を
シ
チ
ェ
ル
寺
ハ
ト
ス
コ

イ
よ
り
委
託
さ
れ
、
刊
行

29



(3)
へ
○
勘
さ
い
○
旨
ロ
ロ
騨
冒
口
Ｐ
屍
坤
は
「
○
口
匡
浬
の
も
冒
さ
“
○
且
］
く
具
己
』
目
Ｐ
境
目
小
鳥
弓
陸
〕
］
や
巴
）

／
Ｊ
卜
ｔ

②
ウ
デ
ィ
ョ
ー
タ
カ
ラ
の
正
理
評
釈
と
法
称
の
評
論
正
理
。
（
、
目
の
ｚ
湿
冨
‐
鼠
時
日
菌
呉
目
ご
ｃ
↓
爵
騨
国
隣
且
昏
（
》
鼠
鳥
目
薗
穂
且

㈹
チ
ゞ
、
ヘ
ッ
ト
語
文
法
、
（
目
胃
○
国
日
日
閂
日
日
旨
の
冨
口
伊
騨
品
匡
侭
の
）
こ
れ
は
彼
が
早
逝
し
た
も
の
だ
か
ら
、
未
刊
で
残
さ
れ
て
い

た
も
の
を
、
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
マ
〈
コ
イ
が
一
九
四
一
年
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

⑤
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
研
究
の
領
域
の
最
も
偉
大
な
貢
献
は
、
「
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
文
献
」
（
Ｈ
旨
の
３
画
困
尉
ｇ
ｏ
巴
伊
詳
①
儲
鼻
日
①
）
で
あ
り
、
彼
の

死
後
二
十
五
年
を
経
て
、
一
九
六
二
年
に
佛
教
文
庫
叢
書
（
関
ｇ
ｏ
号
の
８
国
屋
目
巨
８
）
の
中
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
一
九
七
○
年
、

国
．
ｏ
の
息
冨
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
て
、
の
Ｑ
畠
騨
目
８
５
ｍ
ｍ
の
国
の
印
．
ｚ
ｐ
心
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

⑥
前
の
「
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
文
献
」
作
成
へ
の
準
伽
と
し
て
次
の
二
つ
の
論
文
が
あ
る
。

伽
國
亘
旨
噴
四
身
四
斤
号
曾
農
○
昌
芹
①
３
首
曇
〔
囚
ｇ
ｏ
唱
息
耳
（
蔦
園
ｇ
ｇ
ｐ
属
討
儲
胃
目
の
〕
国
ｇ
ｏ
鴨
島
菌
く
○
黒
ｃ
菌
》
Ｚ
。
“
中
心

⑧
留
日
①
９
月
①
。
首
○
国
砂
空
目
ｑ
旨
。
里
罰
の
日
胃
庸
○
ロ
ロ
闇
．
］
く
ゅ
邑
昌
鯉
口
の
目
、
“
Ｑ
）
冒
口
百
畳
Ｏ
ｐ
ｇ
岳
①
国
ｇ
ｏ
唱
名
ご
旦

目
ご
鼻
・
Ｉ
団
昌
］
禺
旨
旦
昏
の
の
８
○
○
］
具
○
国
①
貝
巴
煕
口
目
①
印
》
Ｆ
ｏ
目
Ｃ
口
》
：
く
巳
．
ぐ
旨
》
ら
韻
ゞ
壇
〕
・
望
ｌ
計
．

⑦
時
輪
（
民
己
湧
８
胃
②
）
の
サ
ン
↓
〈
ク
リ
ッ
ト
原
典
を
二
つ
の
写
本
（
一
つ
は
ロ
ン
ド
ン
で
保
存
さ
れ
た
も
の
、
今
一
つ
は
ミ
ナ
エ
フ

教
授
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら
将
来
さ
れ
た
も
の
）
か
ら
編
輯
し
、
そ
の
チ
ー
ヘ
ッ
ト
訳
と
共
に
出
版
し
た
。

⑥
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
・
シ
チ
ェ
ル
ゞ
〈
ト
ろ
一
イ
。
オ
バ
ミ
ラ
ー
‐
・
セ
ミ
イ
コ
ー
ウ
と
共
同
し
て
、
彼
は
「
実
利
論
」
（
胃
目
騨
欝
“
茸
騨
）

根
拠
と
な
し
た
。
Ｉ

ロ
彦
閏
．
ｐ
国
丙
国
威
．
臆
畠
９Ｎ

（
Ｆ
ｏ
唱
○
巴
ど
く
○
匙
晶
具
ぐ
閉
口
ご
Ｐ
ロ
（

（
Ｆ
ｏ
唱
（
〕
具
ぐ
農
具
屋
昌
巳
昌
ご
誤
）

世
親
の
論
理
に
関
す
る
著
作
○
で
あ
り
、
ｌ
シ
チ
ェ
ル
ゞ
ハ
ト
ス
コ
イ
は
陳
那
の
思
想
の
歴
史
的
背
景
を
理
解
す
る
に
最
も
役
立
つ

ぐ
騨
曽
号
Ｐ
ｐ
Ｑ
宮
口
．
岳
瞳
）

〕0



し
か
し
本
書
に
は
第
二
、
第
三
、
第
四
に
お
い
て
論
理
と
も
佛
教
と
も
相
違
し
、
イ
ン
ド
の
一
般
文
化
的
遺
産
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
研

究
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
が
如
何
し
て
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
の
文
化
的
遺
産
に
興
味
を
も
っ
た
か
に
つ
い
て
、
旨
ｑ
ｏ
目
＆
○
己

の
著
者
は
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
人
の
或
る
人
左
は
知
ら
な
い
神
秘
的
な
東
洋
に
対
す
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
魅
力
だ
け
で
イ
ン
ド
文
化
を

研
究
し
、
叙
述
し
よ
う
と
す
る
の
に
反
対
し
て
「
シ
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
イ
は
神
秘
的
な
東
洋
の
ど
ん
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
魅
力
に
対
し
て

も
徹
底
的
な
嫌
悪
を
示
し
、
彼
は
科
学
と
合
理
主
義
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
貢
献
を
認
識
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
主
張
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

学
者
の
中
の
最
初
の
人
で
あ
っ
た
。
オ
ル
デ
ン
、
フ
ル
グ
（
○
］
ゞ
・
の
号
昌
”
）
と
共
に
、
イ
ン
ド
の
文
化
的
遺
産
の
誤
っ
た
一
般
的
な
考
え
の

た
め
に
彼
が
暗
示
し
た
救
済
の
一
つ
は
、
イ
ン
ド
思
想
に
つ
い
て
特
に
そ
の
論
理
的
。
科
学
的
な
面
で
、
一
層
当
を
得
た
客
観
的
な
年
代

付
け
を
し
、
利
用
し
易
く
す
る
た
め
に
研
究
著
作
を
な
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
（
同
、
二
十
二
頁
）
と
の
、
へ
て
い
る
。

第
三
の
イ
ン
ド
の
詩
学
理
論
の
中
で
、
シ
チ
ェ
ル
、
、
〈
ト
ス
コ
イ
は
次
の
如
く
い
う
。
西
紀
始
め
か
ら
三
世
紀
の
間
は
、
力
強
く
マ
ウ
ル

ヤ
王
朝
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
の
北
方
を
支
配
し
、
そ
の
力
は
東
方
に
ま
で
拡
が
っ
た
。
恐
ら
く
そ
の
宮
廷
に
お
い
て
①
少
且
目
が
培
、
わ
れ
、

①

そ
の
反
動
と
し
て
く
巴
８
号
言
の
型
が
生
じ
、
詩
論
と
修
辞
学
と
い
う
こ
の
型
の
理
論
的
組
織
も
ま
た
同
時
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

⑨
そ
の
外
、
、
蜀
・
ｇ
》
Ｑ
①
弓
口
侭
匡
画
冒
〕
｝
〕
①
己
①
貝
ウ
の
国
〔
い
“
可
．
○
丘
①
号
員
頤
閏
己
芹
一
〕
①
、
目
号
○
鹿
冒
す
鼻
〕
を
発
表
し
、
ロ
シ
ヤ

に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
概
観
と
】
も
ご
旨
喝
目
印
煙
］
〕
呂
旦
ｇ
①
旨
い
葺
具
①
旦
恩
ｏ
直
①
Ｐ
の
】
騨
復
。
且
の
ロ
ゼ
ｇ
の
。
旨
］
○
①
の

ロ
閉
園
）
に
集
輯
せ
ら
れ
た
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
写
本
と
木
版
の
歴
史
の
概
観
を
あ
た
え
て
い
る
。

⑩
ま
た
有
名
な
ご
勤
○
農
冨
は
昌
尉
国
↑
ｚ
制
冒
‐
く
胃
匡
畠
‐
薗
吾
胃
冒
巨
愚
を
訳
し
た
と
進
行
中
の
出
版
目
録
が
報
じ
て
い
る
が
、
未

だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。

の
翻
訳
を
し
た
。
（
一
九
三
三
年
）

一
一
一
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そ
し
て
先
ず
始
め
に
詩
論
含
○
昌
邑
と
修
辞
学
（
号
鼻
目
。
、
）
と
は
二
つ
の
別
だ
の
学
問
で
あ
り
＄
前
者
は
詩
の
作
品
の
形
と
そ
れ

ら
の
中
に
あ
る
種
次
の
感
情
の
表
現
と
の
研
究
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
後
者
は
型
態
の
質
、
詩
藻
（
号
①
ざ
己
。
侭
胃
の
い
）
、
型
態

の
誤
の
研
究
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
区
分
が
第
十
世
紀
ま
で
続
き
、
そ
の
第
十
世
紀
に
は
、
新
ら
し
い
文
学
上
の
型

態
の
創
設
者
で
あ
る
ア
ー
ナ
ン
ダ
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
ｅ
ｐ
少
且
騨
ご
閏
目
⑳
目
色
）
は
、
感
情
や
情
緒
の
研
究
が
戯
曲
の
領
域
か
ら
物
語
体
の
詩
の

領
域
に
移
り
、
二
つ
の
学
問
を
一
つ
に
統
一
し
た
。
そ
の
時
か
ら
詩
の
理
論
す
な
わ
ち
己
璽
信
厨
国
困
鼻
国
〔
荘
厳
論
〕
は
詩
の
心
情
、

情
緒
↑
型
態
、
詩
藻
、
詩
の
作
品
の
形
と
音
（
目
ぐ
四
旦
詩
の
発
音
の
二
重
に
暗
示
す
る
意
味
）
を
含
む
こ
と
に
な
る
と
い
っ
て
、
そ
れ

ら
の
一
つ
一
つ
を
心
情
と
情
緒
、
音
（
＆
弓
創
目
）
、
型
態
と
の
項
目
別
に
詳
説
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
説
は
ウ
イ
ン
テ
ル
’
一
シ
シ
（
冒

言
目
の
目
胃
）
の
イ
ン
ド
文
学
史
等
と
比
較
し
て
見
れ
ば
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
今
は
前
述
の
事
を
引
き
起
す
た
め
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
イ
ン
ド
の
詩
論
が
何
時
頃
か
ら
生
じ
た
か
そ
の
起
源
を
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
特
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
イ
ン
ド
人
は
知
識
の
全
領
域
と
同
じ
く
、
抽
象
的
な
真
理
に
興
味
を
も
ち
、
歴
史
的
・
地
理
的
な
面
に
全
く
ふ
れ
る
こ
と
が
な
い

と
述
《
へ
、
「
詩
論
に
関
す
る
文
献
は
多
数
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
歴
史
的
発
展
を
示
す
詩
の
種
だ
の
領
域
の
研
究
資
料
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
同
じ
問
題
に
関
し
て
多
く
の
著
者
が
示
し
た
意
見
を
比
較
し
た
り
、
彼
等
の
論
諄
を
綿
密
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
る
程
度

②

吾
女
は
こ
の
発
展
を
画
く
こ
と
が
出
来
る
。
」
と
い
い
、
ま
た
、
「
詩
論
に
関
す
る
最
初
の
著
作
家
は
ゞ
ハ
ラ
タ
（
国
冒
国
冨
）
で
あ
る
と
一
般

に
い
わ
れ
、
そ
れ
以
後
の
著
者
は
常
に
彼
を
牟
尼
即
ち
聖
な
る
者
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
彼
の
作
品
は
戯
曲
詩
に
ふ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

次
に
詩
論
の
分
析
と
詩
の
本
質
は
彼
以
後
大
変
発
達
し
た
の
で
、
以
後
の
著
作
家
達
は
極
め
て
大
雑
把
に
彼
に
つ
い
て
述
ゞ
へ
る
だ
け
で
あ

り
、
ま
た
極
め
て
稀
に
し
か
関
説
し
な
い
。
」
（
本
文
二
十
七
頁
）
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
寒
く
ラ
タ
起
源
を
積
極
的
に
肯
定
は
し
て
い
な
い
。

強
い
て
い
え
ば
大
目
に
見
て
そ
の
説
を
許
容
す
る
で
も
な
く
、
無
視
す
る
こ
と
も
な
い
記
述
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
前
述
の
如
く
西
紀

の
始
め
三
世
紀
の
間
に
起
源
を
求
め
て
い
る
。
「
最
近
吾
友
は
石
に
刻
ま
れ
た
僅
か
の
詩
の
作
品
を
知
る
に
到
り
、
こ
れ
ら
碑
文
の
年
代

③

付
は
西
紀
の
初
期
の
数
世
紀
に
戻
り
、
全
く
特
殊
の
文
学
の
型
ぐ
巴
８
号
言
で
作
ら
れ
て
い
る
。
」
（
本
文
二
十
七
・
二
十
八
頁
）
と
い
う
記

qワ
し~



最
後
に
イ
ン
ド
哲
学
は
神
秘
主
義
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
誤
っ
た
と
す
る
余
り
に
も
単
純
な
考
え
を
戒
め
て
、
本
論
第
五
の
意
訳
の
最
初

の
部
分
と
同
教
授
の
浬
藥
論
（
目
５
ｎ
ｏ
二
。
①
己
堂
ｏ
ｐ
ｏ
一
国
員
目
］
一
翼
ｚ
一
『
乱
言
）
の
第
三
章
神
秘
的
直
観
（
和
訳
四
十
五
頁
十
一
行
’
十
五
行
）

の
解
釈
と
を
引
用
し
て
説
明
に
代
え
、
次
に
結
論
と
し
て
い
う
。

「
彼
は
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
神
秘
主
義
と
宗
教
と
の
影
響
を
大
目
に
見
る
事
も
な
い
し
、
無
視
す
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
も
イ
ン
ド

哲
学
の
中
に
神
秘
主
義
や
宗
教
の
み
を
見
た
人
だ
と
は
絶
対
的
に
無
関
係
で
あ
っ
た
。
逆
に
イ
ン
ド
哲
学
の
伝
統
が
彼
に
と
っ
て
真
実

に
重
要
で
あ
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
の
堅
実
な
論
理
的
核
心
で
あ
り
、
ま
た
哲
学
固
有
の
一
一
言
葉
で
す
る
力
強
い
哲
学
上
の
諸
問
題
の
論
議

で
あ
る
。
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
哲
学
の
病
的
な
興
味
だ
け
で
あ
っ
た
」
（
序
三
一
貢
）
と
。

述
か
ら
見
て
主
因
一
笹
碑
文
に
求
め
、
そ
の
他
宮
廷
詩
人
の
地
位
や
社
会
的
な
あ
り
方
の
考
察
で
補
っ
て
い
る
。

註
①
カ
ー
ヴ
ィ
ァ
調
の
ス
タ
イ
ル
に
一
二
種
あ
り
、
ぐ
へ
二
〔
言
塁
〕
一
〕
計
）
⑦
勢
昌
一
『
》
勺
当
（
国
豈
で
あ
り
、
誇
張
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
．
（
ヴ
イ
ン
テ
ル
ニ

ッ
・
イ
ン
ド
文
学
史
、
中
野
義
照
和
訳
第
一
二
巻
イ
ン
ド
の
純
文
学
五
六
一
頁
）

②
辻
直
四
郎
編
「
印
度
」
六
七
八
頁
、
及
び
上
記
イ
ン
ド
の
純
文
学
参
照

③
（
甲
．
爵
ご
員
冒
。
旨
”
の
一
日
胃
コ
ニ
ニ
ニ
（
言
め
ど
冨
鄙
（
一
国
‐
一
コ
１
－
”
。
｝
〕
①
コ
ズ
ニ
コ
カ
↓
｝
）
へ
）
の
里
①
、
弓
討
。
屍
ｇ
に
よ
る
。

四
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